
  東京都立産業技術研究センターと 
機械振興協会が協定を締結 

-企業支援業務の連携･協働により地域産業の活性化を推進- 

 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（以下、都産技研）と一般
財団法人機械振興協会（以下、機振協）は、平成2４年３月８日（木）業務連携
に関する協定を締結しました。企業等の支援に関する業務を連携・協働して実

施することにより、地域産業の活性化を図ることを目的としています。  

http://www.iri-tokyo.jp/  

平成24年3月9日 

  

都産技研理事長 片岡正俊（写真右）と 
 機振協会長 庄山悦彦が協定書に調印                 

（平成24年３月８日） 

連携・協働して行う事業 

① 相互に関連する分野における研究

開発の推進 

② 研究施設、設備の相互利用 

③ 研究者の研究交流を含む人材交流 

④ 産業振興に関する人材育成 

⑤ 技術審査に関わる相互連携 

⑥ 情報発信の相互支援及び共同開催 

⑦ その他、協議に基づく連携事業 
 
※機械振興協会 「産学官連携センター」 

  地方ごとに取り組んでいる産学官連携活動を、
機械産業の視点で広域的に交流促進し、成果を
全国横断的に普及促進するための機関として、
平成23年4月、機械振興会館内に設置。 
 

【お問い合せ先】  地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター 

事業化支援本部技術経営支援室 竹内 由美子 TEL 03-5530-2308 FAX 03-5530-2318   

経営企画部広報室       桝本 博司  TEL 03-5530-2521 FAX 03-5530-2536 

機械振興協会同時発表 

経緯・背景  

 都産技研と機振協は、産業の振興を目的に中小企業を支援するための様々な
事業を展開しています。これまでにも、主に精密測定分野において、共同研究
や技術力向上に向けた研究者の交流を行ってきました。 
 今回、都産技研の「本部」移転と機振協の「産学官連携センター※」設立に
伴い、個別の連携を組織的な連携へと発展させることで、より一層の連携・協
働関係を構築し、中小企業のニーズに対応した技術支援、情報提供等を実施し
ていきます。 


